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第1節調査に至る経緯
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第2節調査体制
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第3節調査経過

試掘調査

発掘調査
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資料整理の経過

公開活用
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第1節 遺跡の立地と地理的環境

第2節歴史的環境
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第1節調査の方法

試掘調査および発掘調査区の設定

発掘調査作業と写真撮影等記録作業

安全管理。対策等について



　

　

＝施釉陶器（上焼）窯

＝無釉陶器（荒焼）窯

＝陶質土器（アカムヌー）窯

＝瓦窯

＝発掘出土窯

＝施釉陶器（上焼）窯

＝無釉陶器（荒焼）窯

＝陶質土器（アカムヌー）窯

＝瓦窯

＝発掘出土窯 0
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第2節基本層序

第3節遺構

近 。現代の遺構 (SAl)
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近世の遺構(SA2、SA3、SSl、SS2、SGl、SDl、S胃1)
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第4節遺物

青花 （第 11図1。2)

本土産磁器（第n図3。4)

沖縄産施釉陶器（第 11図5～第 17図52)
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沖縄産無釉陶器 （第 18図53～第22図89)
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陶質土器 （第23図90~93)

填 （第23図94)

瓦（第24図95)

円盤状製品（第24図96~99)
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窯道具 （第25図100～第26図108)

製作道具 （型）（第26図109)

貝類（第26図110)
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第1節工事に至る経緯

第2節環境整備工事中の発見
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第3節記録保存。現状保存に至る経緯

第4節 その後の経緯。懸案事項
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遺跡の立地

層序

遺構

水簸遺構について（璽層下面）
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遺物
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まとめ
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壺屋古窯群出土資料自然科学分析（薄片観察・粘土鉱物同定）

パリノ・サーヴェイ株式会社

管理者 上田圭一

担当者 矢作健二

分析者 坂元秀平

齋藤紀行

はじめに

壷屋陶器は、近世に発達し、現在も沖縄産陶器を代表する製品として生産されている。その原材料は、

沖縄本島内で採取された粘土であるが、その産地は中北部に点在するとされている。

本報告では、現在の壺屋陶器に使用されている粘土と昭和および近世の壺屋陶器に使用されたと考え

られている粘土との特性を比較し、その共通性や異質性を明らかにすることにより、壺屋陶器の生産に関

わる資料を作成する。

1試料

試料は、いずれも灰白色を呈する土塊 3点である。ここでは便宜上「試料 1」、「試料 2」、「試料 3」とする。

試料の一覧を表 1に示す。

試料 1は、壷屋陶器事業協同組合が、精製および販売をしている「白土 3号」と呼ばれる土であり、現在

の壺屋の陶工は、この土をベースにして施釉陶器（上焼）を作製している。外観は均質な粘土である。

試料 2は、戦後～1972年頃まで稼働していた東ヌ窯廃窯の発掘調査時に表土～撹乱層で出土した大

量の白土である。同窯で作製されていた施釉陶器（上焼）の原土であると考えられている。外観は、砂およ

びシルト混じりの粘土である。

試料 3は、発掘調査で検出された沈殿池に連なる石敷遺構床面直上から出土した土である。沈殿池に

連なる石敷遺構は、陶土を精製するための「水簸遺構」であると考えられており、出土遺物などから 18~19

世紀の遺構とされている。外観は、砂およびシルト混じりの粘土である。

表1試料一覧

試料名 注記 備考

試料1粘土 現在、壺屋陶器事業協同組合が使用している土

試料2 新垣家住宅南区表土中白土サンプル 戦後～1972年頃の東ヌ窯廃窯で使用されていた土

試料3 石敷遺構貼床直上(3層）検出白土 18~19世紀以前の水簸遺構から検出された土

2分析方法

(1)薄片作製観察

試料より適当な大きさの粘土塊を選択し、樹脂により固化した後にダイアモンドカッターで切断、正確に0.

03mmの厚さに研磨して薄片を作製した。薄片は偏光顕微鏡による岩石学的な手法を用いて観察し、粘土
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